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多数のタコクラゲが和歌山県白浜町瀬戸漁港へ再出現

一小潮時の 1日の時間帯による出現数の相違

久保田 信キ

Shin KUBOTA : Reappearance of numerous individuals of M出tigiaspapua at Seto harbour, Shirahama, Wakayama 

Pre晶cture,Japan Di町e日neeof number of individuals appeared according to the time of a day at the neap tide 

はじめに

和歌山県白浜町瀬戸漁港で南方系のタコクラゲ

Mastigfos P叩叩（LE回開）が過去 15年間に 100個体を

超えて出現したのは 2007年だけで，最多で 126個体が

記録された（久保田＇ 2J07）。今因。 2012年に再び多数

が出現したので記録する。加えて，小潮期間中の8月9

日から6日間J，一日の様々 な時間：：；iで出現数の変化がみ

られるかを調査したので報告する。また，過去 15年聞

の前i戸漁港でのタコクラケ’の出現期間についてもまとめ

た。

材料と方法

今回。和歌山県白浜町の瀬戸漁港の北側の岸壁沿い全

体でタコクラゲの出始めの時期にあたる 2012年8月上

旬 9日に早朝から夕方まで2時間おきに出現数を目視

調査でカウントした。その後の8月10日～ 15日までは，

出来るだけ一日の様々な時間帯である早朝。午前，午後

日の入り直後夜間に出現数を前提した（8月8日の出

現確認初日だけは午前中 l囚のみの調査）。この際，波

浪と天候に留意したが。激しい降雨時には調査しなかっ

た。大半の観察時には風波が立たず砲やかだったが，さ

ざi庄がたつ時もあったが海水の濁りはなかった。

結 果

8月8日から 15日までの観祭結果の逐ーと留意すべ

き気象や海況を以下に示L. I時間引別の結果を表1にま

とめた。

8月8日 7:45, 46個体（快晴で波は穏やか，以下個

体は省略）。

8月9日 6:10,l; 8:15, 40; 10:00, 26; 12:00, 30; 14：日0,

91; 16:00, 79; 18:00, 91; 18:50, 61; 23日日， 31( 1日中快！W

で波は穏やか）。

8月 10日 6:35,14; 8:20, 32; 13:40, 134; 16:45, 141; 

18:45, 31 （夜間，大雨ー雷稲光のため調査中止）。

8月11日 5:05, 3 （大問は早朝に止み。この時は小雨

税度） ; 8:08, 62 （附天に回復）; 12:00, 21; 16:16, 134, 

8月12日 0:15,90; 6:00, 9; 8:30, 94; 13:30, 141; 18:40, 

71。
8月13日 5:15,'7;14:00, 53; 22:45, 3。
8月14日 5:20,2; 10:25, 34; 14:30, 44; 19:40, 6。
8月 15日 6:10, 0 （豪雨で雨水が大量流入） ; 8:30, 0 

（雨） ; 12:00, 0 （雨） ; 13:30, 3 （悶） ; 18:00, 36 （晴天に

回復，満潮の水位は高い） ; 18:45, 14; 22:10, 17。

調査期間中，早朝にはタコクラゲの山現数は最も少告

かったが（平均6個体， N= 6）。午前，午後。日の入

り直後。夜間までの様々な1時間帯には平均して 33-101

個体（N= 3-9，言1・ 25回）が出現した（表 1）。ほとん

どの個体が海表面下数 10cmほどの水深を棋になって。

ある距離を行ったり来たり水平に遊泳し，お互いや岸壁

に衝突しなかった。

港内の場所別の出現を分析すると 街灯がついていな

い漁港最奥部のスロープ前には，毎回，出現個体の大多

数が見られた。夜間IにI個の街灯が灯る市場前には9日

表 1 和歌山県白浜町瀬戸漁港で小潮時の 1日の時間帯
ごとのタコクラゲの出現数（2012年8月8日～
14日）

時間帯 出現数の平均と阿 観察回数と日数

早朝I(5:05-6:35) 6 (1 14) 6回＇ 6日

午前 43 (21 94) 9回， 6日

午能 101 (44 141) 9因。 6日

日の入り佐（18:40 50) 54 (31 71) 3回＇ 3日

ィ主 (19:40-0:15) 33 (3-90) 4回＇ 4日
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23時の 1回だけ小規模な集群（21個体）がみられた。

他方。複数の漁船が停泊している市場より少しだけ奥部

の1個の街灯が灯る箇所には不在か，いても少数しか見

られなかった。

8月 15日6時頃にも激しい雨が降り続いており．港

の一部は濁り！岸壁のスロープと岸壁に聞いた複数の排

水排から滝のように雨水が流れ込んでいた。この頃より

出現数は減少した。雨がすっかり止み，附天に回復した

この日の 18時に 36個体が出現した。なお。これ以降

18日まで，毎日。引き続きタコクラゲは港内に現われ

た（17-18日の最多数41）。

考 察

表2 タコクラゲの 2CC7年以降の和歌山県白浜町瀬戸
漁港での出現の初日と最終日とその年の一日の出
現最多数

年 出現初日 出現最終日 最多数（月日）

2C07 8月19日 10月5日 126 (9月6日）

2CCR 7月25日 10月8日 16 (8月17日）

2CC9 9月8日 10月5日 9 (9月9日）

2010 8月22日 9月27日 20 (9月6日）

2011 8月28日 9月8日 1 (9月8日など）

2012 8月8日 ＊ 141 (8月10,12日）

＊ 制査中（8月21日現在）

少数ばかりのill現年である（久保田， 2007：，表2）。おそ

今回の8月中旬の小冊llJ問問中の調査では，早朝，タコ らく瀬戸漁港ではタコクラゲはポリプからの発生はお

クラゲは少数しか出現しなかった。これに対して，午前 こっていなく。他の発生場所から幼休が流されてくるの

中から真4主中まで多数が現われ，特に昼間の日光が良く であろうが，ここでの出現時期は観察年によって出現の

港に射し込む時間帯には最多 (141個体）となった。こ 初日と最終硲認日に 1ヶ月ほとの差があり。過去7年liil

れは。体内共生保の光合成産物を本秘が得ていることと の記録では、11月末まで生存していた観察例（紀伊民報，

関連していると抗察される。独特の水平担復遊泳方法も 2日06）も例外的にも記録されているが、長くて7月下旬

光合成の効率をよくしているためであろう。今回，真夜 から 10月初旬までの約2か月間余りとなっている（表

中から早朝までの 5時間ほどの出現は調査しなかった 2）。

が，前報で3時に少数（3個体）しかいなかったことと

（久保lll.2007）.上記のように，今IITI.明け方に少数だっ

たことから。この時間帝には漁港内の未調ft区域へ移動

しているのかも Lれない。

一方， 15日の豪雨で淡水がiii}水の表胞に大jfrに流れ

込み，表層に常駐するタコクラゲは，降雨中，出現がな

かった。また。今回。夜lilJ照明のある市場前や漁船停泊

箇所では夜間に少数が出現する場合もあったが。ライト

に反応して多数は出現しなかった。後者の地点で昼間に

少数なのは，漁船自体とその影も影響しているのかもし

れない。

なお。当該観察地点での最近の6年｜町やそれ以前lの9

年間の出現最多数からみると（2001年だけは米司l査），
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